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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/08/15 ～2018/08/31 ) 
                                               

１． 勉学の状況 

こちらに来て３週間が経ちました。最初の 1 週間はオリエンテーションに参加し、

これからの派遣先大学での生活について（授業の履修の仕方や、登録の仕方など）の

情報を得て、授業が始まるのを心待ちにしていました。今では無事に授業も始まり、

友達も増えて来てやっと”生活している”と感じられるようになって来ましたが、最初は

時間割が出なかったり、メールで問い合わせても返信がこなかったりと自分の留学生

活は、授業はいつから始まるんだろうと不安に感じていました。 
今取っている授業は「Aesthetic Learning Method – early children education」とい

う授業で、なんと受講生は 5 人しかいません。ドイツ人が３人とエストニア人、私で

す。5 人で課題の本を読んできてお互いの経験を交えながら pre-school education につ

いて話し合ったり、他のスウェーデン人学生と混じって音楽・演劇・芸術のワークシ

ョップに参加したりして知識や経験をし、最終的には学んだことについて 5 人でプレ

ゼンをするようです。周りの学生からそれぞれの幼少期に経験について話を聞くのも

面白いし、メンターの先生もとても優しい良いおじさんで、留学生活最初の授業、こ

れを取ってよかったなと思えています。9 月第 2 週からはスウェーデン語の授業も始ま

るので、ドイツ語話者において行かれないよう（留学生はドイツ人が多く、スウェー

デン語はドイツ語話者にとって習得が比較的簡単と言われているので）、頑張って行き

たいと思います。 
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２． 生活の状況 

 私は履修予定の授業の行われるキャンパスの関係で、メインキャンパスの位置する

Linkoping からバスで 1 時間ほど離れた Norrkoping という街に住んでいます。

Norrkoping の街は徒歩で生活が完結できるくらいにコンパクトで、スーパーもショッ

ピングセンターも大学も 15 分ほど歩けば行くことができ、便利です。街には大きな川

も流れていて（キャンパスの中にも続いています）、景色も街並みも Norrkoping が大

好きになりました。 
 多くの友達はみんな Linkoping に住んでいるので、Linkoping にもよく遊びに行き

ます。平日は無料のキャンパスバスで、土日は電車で友達に会いに行っており、どち

らの街も体験できてお得な気分です。日本語を話せるスウェーデン人の友達もたくさ

んできたので、日本語でスウェーデンについて教えてもらったり、生活の中でわから

ないことをサポートしてもらったりしています。 
 まだまだ始まったばかりですが、周りの友達にも恵まれ、3 週間経ってだんだんと生

活が楽しくなってきました。授業のスケジュールも日本にいたときとは比べ物になら

ないくらい余裕があり、学校の勉強の他に自分のやりたいことにも挑戦できる時間が

多くあり、これからの生活の中でどのように時間を使って行こうか、またどんな風に

自分が生きて行くのか楽しみです。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/12/01 ～2018/12/31 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 12 月の初日、1 日にスウェーデン語の筆記のテスト、11 日にはオーラルのテストがあり、9

月から始まったスウェーデン語の授業が終わりました。筆記のテストは比較的簡単で、授業内容

を理解し、過去問で対策すれば合格点は取れるテストだったので、ひとまず安心でしたが、オー

ラルのテストは、日本で言語を学んでいた時には受けたことがなかったため、とても緊張しまし

た。本来ならば 3 人 1 組のグループで先生とスウェーデン語で会話をする形式なのですが、私

のグループの人がテスト当日に来ず、私はマンツーマンでテストを受ける羽目になりました。今

となってはいい思い出ですが、テストの最中は何を質問されるのかとドキドキが止まりませんで

した。 

 その期間中に、秋セメスター最後の授業「Children and Families in a World of Education」と

いう授業が始まり、スウェーデンの教育現場における言語政策を学んだり、「子どもの権利条約」

を題材としたワークショップなどに参加しました。クラスメートは 18 人ほどおり、こちらに来

てからは少人数の授業ばかりだったので、久しぶりの講義形式の授業が楽しく感じています。1

月にこの授業のレポートを提出し、それに基づいた exam seminar を終えれば、2018 年の秋セ

メスターの授業は完結です。残り少し、頑張りたいと思います。 

 

２． 生活の状況 

 12 月の 12 日に年内ラストの授業を終え、年始の授業始まりは 1 月 15 日の exam seminar の

日なので、今年は１ヶ月ほど冬休みがもらえることになりました。その間、レポートやテストに

向けた準備等はありますが、夏休みもなく、春休みもない留学スケジュールの中で取れる、最初

で最後の(?)まとまった長期休みなので、やることはやりつつも満喫したいと思います。 

 冬至を超えましたが相変わらず毎日暗い時間が多く、夕方の 15 時半ごろにはすでに夜景が楽

しめるくらい真っ暗です。旅行先で綺麗な夜景が見たい時には、早い時間から楽しめるため、得

した気分になりますが、普段の生活では暗くなるのが早いのにつられ、眠くなるのも早いです。

もう慣れましたが、やはり朝起きて真っ暗なのはあまり嬉しくないですね。 

 12 月といえばクリスマスです。スウェーデンでは、クリスマスが、日本のお正月のように親

戚や家族が集まって過ごすイベントなので、今年のクリスマスはひとりぼっちになるのかと思い

きや、スウェーデン人の友人が、実家のパーティへと誘ってくれました。家に着くと正装した家

族の皆さんがにこやかに迎えてくれ、一緒にご馳走を食べ、ゲームをしたり TV を見たり、プレ

ゼント交換をしたり、あたたかな雰囲気の中でクリスマスを楽しませてもらいました。友人や恋

人と、おしゃれなレストランや綺麗な夜景の中で過ごすクリスマスもいいけれど、家族や親戚と
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集まり、ゆったりとお家の中で時間を過ごすクリスマスも素敵だなと思いました。毎年クリスマ

スになったら思い出すような、素敵な思い出ができました。 

 また、冬休みの東欧旅行ではウィーンとプラハへ行き、クリスマスマーケットを堪能してきま

した。この時期の旅行は寒さとの戦いにもなりますが、寒いこの時期だからこその、雪景色や綺

麗な街並みが楽しめ、よかったです。贅沢な冬休みを過ごしたので、1 月からまた学校が始まっ

た後は、エンジン全開で一生懸命に学んでいきます。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/01/01 ～2019/01/30 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 新しい年も始まり、こちらでの新たなセメスターも始まりました。1 月の初めは、前のセメス

ターの最終テスト週間があり、それが終わるとそのまま新しいセメスターの授業が始まるという

感じで、1 月は慌ただしく過ぎていったなという感想です。春のセメスターからは、メインキャ

ンパスの方で授業を受けるため、毎日バスに乗って 1 時間通学しています。前回は１ヶ月単位

で変わっていく授業を主に取っていましてが、今回からは３ヶ月、もしくは半年間続く授業を選

択したので、前よりも忙しくなりました。授業内容も、教育関係のものから北欧の文化、スウェ

ーデンの政治や政策を学ぶものまで、少し範囲を広げて取ってみたため、ついていくのに必死の

授業もありますが、新しい分野の勉強も楽しいなと感じています。 

 その中でも一番楽しみにしていた授業は、北欧の文化を学ぶ授業で、授業ごとにテーマが変わ

り、いろんな先生が授業をしに来てくれます。本格的に内容が始まるのは 2 月からなので、授

業の内容についてはまだ、どうなっていくのか、本当に面白いのかはわかりませんが、シラバス

や授業のスケジュールを読む限り、とても楽しそうです。参加学生も世界中の様々な国からの留

学生が揃っており、韓国や香港等アジア圏の学生もいれば、チェコやベルギー等ヨーロッパ圏の

学生もいます（他にも色々な国からの学生がいましたが、多過ぎて忘れてしまいました）。50 人

ほどが参加する授業なので、そこでたくさん友達を増やすのも目標の一つです。 

 また、この授業は、講義のみで学ぶのではなく、実際に文化を体験して、経験として学ぶとい

うのも内容のひとつで、2 回のクラストリップがあります。1 回目は、2 月の 4 日から 8 日まで、

スウェーデンの北部の地域に行きます。何をするのかまだよくわかっていませんが、まずは 5

日間、楽しみながら学んで来たいと思います。 

 

２． 生活の状況 

 1 月も終わる頃になると、太陽が出ている時間が長くなってきました。8 時ごろには明るく、

夜も 4 時・5 時くらいまでは明るい時間が続いています。日本と比べたら何言ってるんだと思わ

れるかもしれませんが、スウェーデンでは、ひどい時期は朝 10 時ごろに太陽が昇り、3 時には

沈んで真っ暗という時期もあったので、嬉しいです。しかし寒さは厳しくなるばかりで、もう怖

くて気温を見ることができません。聞いた話によると、2 月が一番寒いようなので、あと１ヶ月

の辛抱と思い、耐えられるよう頑張ろうと思います。 

 1 月末には今まで一緒に住んでいたフラットメイトが母国へと帰り、2 月 1 日から新しいフラ

ットメイトがきます。学校から帰ってきて、ピカピカに掃除された台所や、日に日に整理されて

綺麗になっていく棚の中、玄関に並べられて大きなスーツケースを見たときには寂しさがこみ上
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げてきましたが、気持ちを切り替えて、次の半年間一緒に過ごすフラットメイトと良い関係を築

いていきたいです。 

 半年間早くきていた日本人の留学生の友達が日本に帰ったり、自分も帰りのフライトを探し始

めたりと、着々と帰る日が近づいていることも実感し始め、嬉しさ半分寂しさ半分な毎日ですが、

目の前の課題や、新しい友達作りに励んで行こうと思います。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/02/01 ～2019/02/28 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 2 月の勉強の中で 1 番印象に残っているのは、月初めの 2〜8 日の 5 日間の間に参加した授業

のクラストリップ（フィールドワーク）です。スウェーデンの北部「Åre」という地域へ行き、

現地の博物館に行って歴史を学んだり、スカンジナビア半島の北部に住んでいる「Sami」とい

う先住民族と言われる人たちのお話を聞いたり、凍った湖の上でスキーやスノーシューをしてウ

ィンターアクティビティを楽しんだりと、様々な体験・経験を通してスウェーデンについて、北

欧の文化について学んできました。Åre まではバスで 13 時間ほどかかるので、移動中には先生

のミニ講義や映画鑑賞が行われたのですが、見渡す限りの雪道を走っている最中に「アナと雪の

女王」を先生が流し始めたときには、映画のチョイスになんだか笑ってしまいました。 

 プログラム中には、8~10 人ほどのグループに分かれてのグループワークもあり、スウェーデ

ンに昔から伝えられている様々な生き物（首が二つあるドラゴンやトロルなど）を使った劇を、

脚本から自分たちで考え、作り、発表しました。このグループ活動が、私の中では一番「大変だ

ったけど、頑張ったいい思い出」として残っています。先週、このフィールドワークについてレ

ポートを提出し終え、今はグループでのプレゼンの準備をしています。3 月頭のプレゼンに向け

て、頑張りたいと思います。 

 また、そのほかの授業の中で面白かったものは、「Special Education」について学ぶ授業で、

Study Visit として子どもたちの学びをサポートする機関へ訪れたことです。子どもたちが必要と

するサポートによって、様々な道具が用意されていたり、PC を活用した教育ツールがたくさん

ありました。その中には、自分が小学生や中学生の時にこのようなツールがあったら、もっと学

びが楽しくなっていたのかなと思うものもあり、スウェーデンの子どもたちが少し羨ましくなり

ましたが、それらを実際に見て、体験できたのが貴重な経験だと思います。 

 今のセメスターは 1 ヶ月で終わる授業をとっていた前回とは違い、授業が長期にわたって開

講され続けるので、勉強を通してクラスメイトとも仲良くなれ、嬉しいです。こちらで学べるの

もあと 4 ヶ月となり、時の早さに驚いています。残り 4 ヶ月の学びを最大化できるように、こ

れからも頑張りたいと思います。 

 

２． 生活の状況 

 2 月になり新しくイタリアとフランスからフラットメイトが来て、家の中の雰囲気が前半とは

また変わり、新鮮な気持ちで毎日過ごしています。基本的には、各自が自分の部屋を持っている

ので、常に一緒にいるわけではないのですが、一緒にご飯を食べることも何度かあり、少しずつ

仲良くなれてきているような気がします。また、クラストリップの最中に仲良くなった 8 人ほ
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どの留学生のグループがあり、そのメンバーとも学校でおしゃべりをしたり、夜ご飯を一緒に作

ったり、各国の料理を振る舞い合ったりと、交流が続いています。学校の授業がきっかけで私生

活の中でも仲良くできる友達ができ、毎日充実しています。 

 また、今年の 2 月は異例の天候で、とても暖かく、「もう春が来たのか」と勘違いするような

日も多くあります。まだ時々寒く、雪が降る日もありますが、少しずつ暖かくなってきており、

一番寒さの厳しい時期は乗り越えたのかなという感じです。毎日曇りで、どんよりとしていた

11 月からは考えられないくらいに、太陽が輝いていて、気分良く毎日を過ごせています。 

 留学生活も残り 4 ヶ月というところで、年始に申し込んでみたブラスバンドへの入団が認め

られ、留学先の大学でサークルに所属できることにもなりました。3 月から本格的に活動に参加

させてもらえるようなので、それも今から楽しみです。勉強ももちろん頑張りつつ、残りの期間

の中で一つでも多く、自分の中に残る経験ができるように、さまざまなことに勇敢に飛び込んで

行ってみたいなと思います。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/03/01 ～2019/03/31 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

  3 月は２つ大きなプレゼンがあり、普段の授業に加えてグループワークを中心に取り組んだ 1

ヶ月でした。一つは 2 月に行ったフィールドワークについてのプレゼン、もう一つは「Special 

Education」という授業の中で行った、様々な教育機関や学校訪問についてのプレゼンでした。

どちらもグループのメンバーのおかげで無事に終えることができたので、今は安心しています。

プレゼンを作っていく段階では、グループのテーマについてみんなで話し合うことはもちろん楽

しかったのですが、２つのプレゼンはそれぞれ違う授業の、違うメンバーと作ったので、そのプ

レゼンを作る過程の違いや、各々の取り組み方の違いを見ているのも私にとっては面白かったで

す。 

また、今月は「Special Education」の授業が終わります。4 月の頭までは最終レポート等で少

し忙しいのですが、それが終われば比較的ゆったりとしたスケジュールで、他の授業にも取り組

めそうなので、あと少し頑張りたいなと思います。日本で「特別支援教育」についての授業をと

ったことがなかったので、最初はついていききれていない部分もありましたが、振り返ってみる

と扱っているテーマについても考えることがたくさんで、それぞれの意見や考えを話し合うのも

勉強になって楽しかったし、学校見学や教育機関への訪問もあったので、面白い授業だったなと

感じます。 

スウェーデンや北欧の政治について学ぶ授業では、今月は「Welfare State」がテーマでした。

北欧の福祉政策を「男女平等」の視点から説明している文献を扱っていたからか、授業のセミナ

ーでの話し合いでも各国の制度についてのみならず「男女平等」についての話がたくさん出てき

ました。特に結婚後のキャリアや育児についての話題は自分の中で考えさせられることが多かっ

たです。この授業は自分の興味のある「教育」の分野から少し離れて、北欧やスウェーデンにつ

いて学びたいと思ってとった授業だったので、時々難しすぎて諦めたくなる時もありますが、今

月のテーマは比較的理解もしやすく、また興味を持って取り組める内容だったので良かったです。 

 

２． 生活の状況 

 2 月の末には春が来たかと思うほどの暖かな気温で、もうスウェーデンの厳しい冬は乗り切っ

たのだと思っていたら、その直後からまた一気に冷え込み、冬に逆戻りしたような気候が続いた

1 ヶ月でした。今月もしっかりと寒かったです。でも月末になってほんの少しずつですが、暖か

くなってきているような気がしているので、もうすぐスウェーデンにも春が来てくれるのかなと

ワクワクしています。 

 今月から入った音楽のサークルは、練習が週に一回しかないため、まだあまり環境に慣れてい
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ませんが、メンバーみんながとてもいい人たちばかりなので、残りの 3 ヶ月間はやっていけそ

うだなと感じています。日本で吹奏楽をやっていた時とは全く違う練習環境や、練習方法に戸惑

うこともありますが、スウェーデンに来てまでも、楽器を吹けることが嬉しいなと思います。 

 その他私生活では、フラットメイトと３人で一緒にご飯を作って、おしゃべりをしながらご飯

会をしたり、こちらで仲良くなった友人とメロンパンを作ったりもしました。来月は、イースタ

ーがあるので、友人宅にお邪魔して、スウェーデンのイースターを体験させてもらおうと思いま

す。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/05/01 ～2019/05/31 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 5 月前半は今までと変わらないスケジュールや内容で進んでいた授業も、留学期間最後の月と

いうこともあり、後半にはテストやセミナー、プレゼンが増え、今まで一番忙しく大変な 1 ヶ

月でした。特にスウェーデンの政治を学んでいた授業では、通常のセミナー後、ファイナルペー

パーの提出まで 1 週間しかなく、他の授業も並行して進んでいる中だったので、想像以上に時

間のやりくりに悩まされました。しかしレポートの内容自体は、日本とスウェーデンの育休制度

について取り上げ、自分の興味のある内容だったため、調べたり、書いていくことは楽しかった

です。 

 私は泊りがけのセミナーがある授業をふたつ取っているのですが、5 月の 3 週目にそれらのセ

ミナーが立て続けに入ったことも目まぐるしい 5 月の原因です。ひとつめのセミナーは

「Outdoor Education」という授業のセミナーで、今まで学んできたことの集大成として、ス

ウェーデンの無人島にキャンプをするという内容でした。港からカヌーをレンタルし、自分たち

でカヌーを漕いで無人島まで約 1 時間、周辺の自然やそこに生息している生物、他の島々を観

察しながら移動しました。一見、遊んでいるようにしか見えないセミナーですが、天気について

の講義やウッドワークのワークショップがあり、また子供達とこのようなアクティビティをする



A4-2 
 

ver.2 
 

際に注意すべきことなどについても学ぶことができました。トイレも電気も水道もない無人島で

過ごした１泊 2 日の期間は、この授業を取っていなければ経験することのできなかった経験、

そして大きな思い出になりました。 

 ふたつめのセミナーは、ひとつめのセミナーと同じエリアでのセミナーでしたが、今度は違う

視点から、そのエリアについて学ぶことができるセミナーでした。実際に自分たちが訪れた無人

島周辺の島に住んでいる島民から、島での生活について生の情報を得たり、ミュージアムを訪れ

て同じエリアの過去の暮らしについても学んだり、視点が違うと同じところを訪れても得られる

情報がこんなに違うのだなと思いました。 

 その後はそれらのセミナーについてのレポートを書いたり、それらのセミナーで得た知識をさ

らに深め、プレゼンとして発表したりアウトプットをして 5 月が、そして私のスウェーデンで

のすべての授業が終わりました。 

 

２． 生活の状況 

 5 月は勉学でも忙しい期間でしたが、生活面でも様々なイベントがあり、今までで一番あっと

いう間の 1 カ月でした。5 月の頭には地元から仲の良い友達が来てくれ、スウェーデンで行きた

かったところ、やり残していたことを一緒に楽しみ、2 週目には所属している吹奏楽部で大きな

イベントがありました。そのイベントは４日間に渡るフェスのようなもので、スウェーデン中の

吹奏楽部が私たちの街に集まり、ステージでパフォーマンスをしたり、パレードで街中を歩き回
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ったりととても楽しかったです。日本とは違うスウェーデンの部活に、最初は戸惑うことも多く、

心の中で受け入れられないこともありましたが、今ではこの居場所がとても好きになり、だんだ

んとメンバーとも仲良くなれてきた頃なのに帰国が迫っているのが残念です。 

 その他には、こちらで出会った日本人の留学生の友人とともに、隣町の小学校 6 年生のクラ

スと就学前教育を行っているクラスに見学に行きました。幼稚園では教育実習をしていましたが、

小学校には行ったことがなかったため、興味津々でした。小学校 6 年生のクラスでは、訪れた

日がちょうど運よく子供たちとも関われる内容の授業が行われる日だったので、何人かの生徒と

も話すことができ、楽しかったです。個人差はありますが、小学校 6 年生でもう英語で普通に

会話ができることに驚きました。就学前クラスは、小学校入学前の 1 年間、小学校への準備・

移行期間として設けられ、昨年に義務化された制度であるため、比較的新しく、先生からの意見

を聞くのも興味深かったです。就学前クラスとはいえ、元々はまだ幼稚園にいた年齢の子供たち

だったので、エネルギーに溢れ体力満タンの子供達が多く、一緒に遊ぶのも楽しいけれど少し大

変でした。スウェーデンにいる期間中に、ここでしかできない経験ができたなあと思います。 

 帰国を目の前にすると、冬の期間はあんなに日本に帰りたいと思っていたはずなのに、まだ帰

りたくない、足りないという気持ちが湧いてくるから不思議です。１年間の留学期間を通して、

たくさんのことを経験し、たくさんの友達ができ、スウェーデンという国が大好きになりました。

周りの支えてくれる大切な人たちなしには、このような機会を自分が掴み、そこでこんなにも成

長することはできなかったと強く感じています。残りの期間は目一杯、こちらでできた大切な友
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人たちとこちらの生活を満喫し、日本に帰国した後には、支えてくれた大切な人たちに、たくさ

んの思い出話とともに感謝を伝えに行きたいなと思います。 

 

  

 




